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伝
統
的
な
食
文
他
や
安
全

で
質
の
高
い
食
材
を
守
る
っ

と
い
う
ス
ロ
ー
プ
l
ド
運
動

が
じ
わ
り
と
ブ
l
ム
に
な
っ

て
い
る
。
し
か
し
、
慌
た
だ

レ
い
都
会
で
自
然
の
恵
み
に

あ
ふ
れ
た
食
材
を
手
に
入
れ

た
り
、
ス
ロ
ー
な
警
P
ピケ}

す
る
の
は
な
か
な
か
大
変
で

ま
?そ

-Lな
疑
問
が
解
消
す
る

の
が
、
ニ
ッ
ポ
ン
墓
泉
ス
ロ

ー
プ
l
ド
協
会
が
編
集
し
た

「
ニ
ッ
ポ
ン
車
京
ス
ロ
ー
プ

1
ド
宣
言
/
」
(
木
楽
舎
・

二ハ
O
O円
)
だ
。
東
京
や

員守子三E:.三t笥レ

wv 

. 

東
京
協
会
が
「
宣
言
〆
」

首
都
圏
で
本
物
の
食
の
提
供

を
目
指
す
生
産
者
や
商
居
の

情
報
な
ど
、
都
会
人
の
た
め

の
ス
ロ
ー
プ
l
ド
情
報
が
満

載
さ
れ
て
い
る
。

生
産
者
た
ち
の
情
熱
は
感

動
的
だ
。
国
産
大
豆
だ
け
の

豆
腐
を
手
掛
け
る
埼
玉
の

「
小
野
食
品
」
。
大
島
で
本

物
の
塩
づ
く
り
に
か
け
る

「
阪
本
海
塩
研
究
所
」
、
天

然
発
酵
の
み
そ
を
追
求
す
る

栃
木
の
「
は
る
と
ま
屋
」
。

ζ
の
ほ
か
、
し
よ
う
ゆ
や

酒
、
は
ち
み
つ
な
ど
さ
ま
ざ

ま
な
生
産
者
た
ち
の
姿
か
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hjf l 
ド 1:
富
言

語
か
合
吹

ら
、
効
率
や
生
産
性
で
は
な
一
口
1
7
1ド
入
門
と
レ
て
格

く
、
安
全
で
レ
か
主
震
な
一
好
の
本
だ
。

食
材
作
り
へ
の
信
念
が
伝
わ
一

る。
首
都
圏
で
農
業
を
続
け
る

人
た
ち
も
魅
力
的
だ
。
東
京

都
日
野
市
の
石
坂
さ
ん
一

家

は
、
バ
ブ
ル
経
済
期
の
土
地

一

買
収
の
誘
惑
を
よ
そ
に
の
ん
一

び
り
と
農
業
を
続
け
た
。
百
一

種
類
を
超
え
る
野
菜
や
果
物
一

を
収
穫
υ、
ほ
と
ん
ど
自
給

自
足
。
東
京
で
も
自
然
と
と
一

も
に
暮
ら
す
笑
顔
は
や
さ
し
一

さ
に
満
ち
て
い
る
。
一

旬
に
と
だ
わ
る
相
理
庖
や

デ
パ
ー
ト
の
食
品
売
灼
場
の

良
心
的
な
底
、
ま
た
市
馬
か

気
軽
に
農
業
や
料
理
を
学
べ

る
団
体
の
紹
介
は
、
気
軽
に

ス
ロ
ー
プ
l
ド
を
楽
し
み
た

い
人
に
便
利
。

ス
ロ
ー
プ
1
ド
運
動
の
推

進
者
の
小
泉
武
夫
東
京
農
大

教
授
の
対
談
や
作
家
大
岡
玲

氏
の
エ

ッ
セ
ー
も
あ
り
、
ス

庭

. 
~' 


